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斎藤 尚亮 ･辻野 健 ･富永正吾 ･田中千
賀子 (神戸大 ･医 ･井理)
プロテインキナーゼCは中枢神経系に豊富に存
在する蛋白質燐酸化酵素であり,生体惜租の伝達
構成の中で主要な役割を果たしていると考えられ
ている｡本酵累は,少なくとも7毛玉のサブタイプ
からなる酵素群であり.各サブタイプは構造上非
常に摂似している｡しかし,各サブタイプの活性
化様式には相過があり各々が異なった組織分布細
胞内局在を示すことから,細胞はそれぞれ固有の
プロテインキナーゼCを有し独自の情報伝達に関
与する可能性がある｡本研究はアカゲザルの脳内
のプロテインキナーゼCサブタイプの分布を各サ
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